
 

 

 

 

 
良い人間関係をつくる心構え 

 

                                    校長 石崎 晃一 

 

 ある家庭の話です。茶の間のテーブルの端に水の入ったコップが置いてありました。ち

ょうどテーブルの近くを通ったその家のＡさんが、テーブルに足を引っ掛けてコップが

テーブルから落ちて、床が濡れてしまいました。その時、近くには家族のＢさん、Ｃさん

もいました。 

 Ａさん「誰だよ。こんなところにコップを置いたのは。倒れるにきまっているじゃない 

か。気を付けろよ。」 

 Ｂさん「私じゃないよ。さっき見てたけどＣさんでしょ。そこに置いたのは。」 

 Ｃさん「何を言っているんだ。床が濡れたのは注意して歩かないＡさんの責任だろ。」 

 

 別の御家庭でも，Ｄさんが水をこぼしてしまい、Ｅさん、Ｆさんが近くにいました。 

Ｄさん「あっ、床を濡らしてしまった。ごめんなさい。」 

Ｅさん「置いたことを分かっていたのだから、私がテーブルの真ん中に動かしておけ 

    ばよかったね。気がきかなくてごめんね。」 

 Ｆさん「こんなことになった原因は、自分がこんな端に置いたからだよ。ごめんね。」 

 

 どちらの家庭が温かい家庭であるか、お互い気持ちよく生活できる家庭であるか、すぐ

わかると思います。 

Ａさんは、わざとコップの水をこぼしたわけではありません。そうであれば、Ａさんの

急いだことによる不注意は自ら反省しなければいけませんが、Ｂさん、Ｃさんは、他の人

を責めて失敗の許されないぎすぎすした関係をつくるより、自分の行いの中で改めるとこ

ろがないかを考えながら生活した方が、お互い助け合い安心して生活できる気がします。 

以前、より良い関係をつくるためには、「好意」「無構え」「共感」「非審判の態度」が必

要だということを聞きました。「とても大切な友である」「先入観を持たず」「できるだけ相

手を受け入れようとして」「相手に悪いところがあるかのように接しない」ということです

が、本当にその通りだなと思います。 

もちろん何でも受け入れればよいということではありません。明らかにいけないことを

見たら勇気をもって指摘してあげることが友情ですし、身の危険に係ることであればその

場で強く厳しく諭すべきだと思います。しかし緊急の場合でなければ、より良い生活がで

きるように、人を責めるのではなく、「○○の理由があってできなかったのではないか」「自

分ができたことは何だ」と考える態度は、より良い人間関係をつくるためにとても大切だ

と思います。学級や部活動など様々な学校生活の中でも、相手への一言をよく考えて行動

してほしいと願っています。 

 



＜１１月の予定＞ 

 

 
 
10月 28日（土）が合唱祭です。 

 ここ数年、賞をなくし合唱祭とし、学年合唱を磨き発表をして 

きました。これまでは、新型コロナウイルスの感染防止のため、 

３年生保護者の皆さまのみに御案内してきましたが、今年度から 

全学年の保護者の皆さまをお呼びできることとなりました。また、 

御来賓の方々にも以前のように御案内を出すことができるように 

なりました。本当に良かったと思います。皆さまお待ちしており 

ます。                               ２年生の練習の様子です 

子どもたちは、熱心に練習しています。授業中には、素晴らしい歌声が聞こえてきます。当日の日程

は、先日配付した案内をご覧ください。（笹神地区の学校たよりを回覧で御覧になられた皆さまには次

号で合唱祭の様子を紹介させていただきます。） 

令和５年度 合唱祭 （１０月２８日 土曜日 １０：４０～１２：００ 笹神中学校体育館） 

１ 開会式                             開場 １０：１５ 

２ 合唱発表 １年生 「夢の世界を」「旅立ちの時 ～Ａｓｉａｎ Ｄｒｅａｍ Ｓｏｎｇ～」 

       ２年生 「あすという日が」「越えてゆけ」 

       ３年生 「結 －ゆい－」「正解」 

       全校合唱「ふるさと」 

３ 閉会式（含 講評） 

 

分かる授業を目指して（職員研修から） 

授業は学校のとても大切な柱です。私たちはより良い授業を目指し、年間で途切れることがないよう

に、継続した授業研修に取り組み技術を高めています。市や県で行う研修や校内独自の研修、各職員が

自主的に行う研修もあれば、ＮＩＥ（新聞活用の教育）のように指定されて行うものもあります。 

下の写真は、先日の初任者研修（Ａ）と阿賀野市教育委員会様から御指導いただく研修（Ｂ）です。 

                         初任者研修は、近隣の初任者の先生方に来て 

いただき、授業参観後に指導者の下で授業につ 

                        いての意見交流をしながら、成果や改善点を明 

                        らかにしていきます。授業の進め方だけでなく 

                        子どもたちの素晴らしさについての御意見も 

                        あり、大変有意義な研修となりました。 

Ａ 初任者研修（１年 国語）           阿賀野市教育委員会様からは、年間複数回御

指導をいただいています。回数は授業以外も含

めると相当な数になり貴重な学びの場となっ

ています。 

                          写真は、市内の各校でも行われている阿賀野 

                         市英語科プロジェクト授業改善の研修です。授 

業のない当校職員も参観し、気づいたところを 

記入し授業者に伝えています。授業力向上の貴

Ｂ 阿賀野市英語科プロジェクトの授業研修（３年 英語）   重な機会となりました。 
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